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手話検定（1 級～ 5 級）、NPO 手話技能検定協会が主催する試験に合格することで取得でき
る手話検定（1 級～ 7 級）、各自治体による手話養成講座修了生などがある。手話通訳士は国
家資格ではないが省令の定める公的資格であり、聴覚、言語機能又は音声機能の障害のため、
音声言語により意思疎通を図ることに支障がある身体障害者とその他の者との間の意思疎通










































の経験年数は記載なしが多かったのは残念であるが、6 ～ 10 年が 23 人で一番多く、研究対











　②聴覚障害者への相談業務歴は、「ある」が 68 人、「ない」は 35 人、「記載なし」が 2 人で
あった。手話通訳者は通訳業務の他に聴覚障害者からの相談を受けることが多いという印象
があるが、研究対象者の 6 割強に相談業務歴があった。
　③年齢は、30 代 3 人、40 代 30 人、50 代 54 人、60 代 16 人、記載なしが 2 人の合計 105 人
であった（図 2）。性別は問わなかったが、圧倒的に女性が多い。
　④手話通訳士以外の取得資格名はさまざまな資格名が書かれていた。相談援助専門職であ






メモ用紙は 875 枚であったが、内容を吟味すると、1 枚に複数の内容が記載されているもの




　分析方法は質的調査法の 1 つである内容分析を採用し、データが膨大なため PC 分析ソフ
トの MAXQDA12 を使用して分析を行った。




































































































































































































計 936 枚100％ 計
936 枚






























　続いて 2 番目のコア・カテゴリー【②聴覚障害は情報アクセス障害】は 267 枚の記述から
なり、総枚数の 28.5％であった。構成されるカテゴリーは、《情報が入りにくい》 《聴覚障害




























　3 つ目のコア・カテゴリー【③ろう文化は聴覚障害者の独自の文化】は 198 枚の記述から
なり、総枚数の 21.2％であった。構成されるカテゴリーは、《ろう文化の存在の主張》 《共通

















































　5 つ目のコア・カテゴリー【⑤オーディズム：聴者至上主義】は 63 枚の記述からなり、総
枚数の 6.7％であった。構成されるカテゴリーは、《マジョリティである聴者との関係性》 《ろ







































































































































































4） 研究対象者が聴覚障害者の実像を想起しやすくするために 2 例の具体像を示したが、筆者の予想に反
し、日々の手話通訳活動において関わっておられる聴覚障害者をもとにたくさんのメモが書かれた。結
果としてはこの 2 例は必要なかったと解釈している。
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